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盤を築き、長期に
わたって活躍）
（キャリア教育・・）
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愛媛県内就職率
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大卒求人倍率：求職者1人に対して企業から何人の求人があるかを示す数値。
値が大きいほど求職者に対して求人の数が多いため就職しやすく、小さいと逆に就職しづらくなる。

コロナ流行
1年目

コロナ流行
2年目

社会共創学部

その他の学部



愛媛大学社会共創学部
プロジェクト演習等

• 地域・ステークホルダーと連携した実践的教育・研究
（70団体以上と協働した約50プロジェクト/年）

野村高等学校と協働した新しい
女子寮のルール作りと街の活性化

学部創立10周年記念行事（360名の高校生、地域ステークホ
ルダー、在校生による「えひめのみらい」を考えるWS）



愛媛大学地域協働型センター（東予・中予・南予）



活動組織の創出
学生による西予市内の地域
活動組織、2021年設立
ミカン収穫、農道修繕など

西日本豪雨災害を契機に
野村自治振、愛媛大学、
大阪大学でできた一社、
2021年設立、土産物開発、
市民講座など



愛媛大学紙産業ノベーションセンター
現場密着型実践教育プログラム



愛媛大学地域産業特化型研究センター 技術の権利化･･･44件
（内、企業との共同特許35件）



愛媛大学南予水産研究センター
レジデント型教育・研究プログラム

高校生の実習受け入れ
宇和島東高等学校生物部1泊2日、宇和島水
産高校増殖学科実習、長浜高校水族館部座談
会、南宇和高校水産課題研究班実習など

地域と連携した教育活動（愛南町）
ガンガゼウニの採集および環境調査



• レジデント型研究・教育の強み
• ステークホルダーとの信頼を形成しやすい
• 知識の協働生産が得られやすい
• 地域の needs を捉えやすい

愛媛大学地域産業特化型研究センター

南水研卒業生 総勢133名
愛南町に就職  20名（15％）



南予水産研究センター（親魚養成・選抜） 愛媛県水産研究センター（種苗生産）

愛南漁協・愛媛県漁政課
出荷・販売

地域との有機的な連携
研究・教育：スマ育種−完全養殖技術開発



プラットフォームは会議体ではなく実践協働体

民間企業、行政・地域、大学等が単独
で活動している。

各主体が（単独の）活動結果を報告
会等で共有している。

各主体が協働して活動している。

多様な主体が活動プロセスを共有しな
がら、協働して多目的な活動している
（自己組織化）。
多様な主体が協働して多目的な活動し
ている。
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愛媛の地域活性化人材育成のコアエンジンに向けて
• 市街地コアでの協働空間の整備

• 産（NTT）官（愛媛県、松山市）、金（伊予銀行）、民（松山市）、学（愛
媛大学）

• 各組織の特色に応じた地域活性化人材の育成の役割分担が必要



まとめ
• プラットフォームは会議体ではなく、実践協働体！
• 教育効果が高く（教育の質保証から質向上へ）、
地域定着人材を育てるためには、地域と協働した実
践教育プログラムが有用

• 地域活性化に資する実践型研究にとってもプラット
フォームは有用。

• 効果的な実践教育・研究プログラムにはレジデント型
のコーディネーター・チームが有用（場所・地域と結
びついたコーディネーター群）

• 活力ある持続的なプラットフォームには、各自のコー
ディネーター化が必須。それにはさらなる活動団体の
多様化が必要？
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